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史
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と
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烈
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あ
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あ
り
、
英
本
国
戈
も
新
^
い
研
究
が
つ
ぞ
つ
ぎ
と
出
る
理
由
の
ひ
と
つ
で 

あ
.る
う
と
思
う'Q

て
あ
る
。
：

ま
ず
前
者
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

.
4

、
.
'チヤ

f
チズ

a

の地

#

的

ァ

I

サー

，ブリ

7

グネ
 

'

一
-

.

マ
^

チ
-

k

タにおけるチヤ

ー

チ

ズ

，ム

_
_

リ

ー

ズ
天
学
講
師
ド

へ
:
':
>

.
ル

ド

-.
.
'
:
”

—

：ド
バ
^
^

.

.
:
.
.
.
.
.

三
、
.リ

.

—

.

.、ス

.に

.お

げ

る

チ

'
.
.
ヤ
，1

チ

、ス
：.ム

一一

J
 

.
• 

F
 

• 

G
 

♦

ハ
リ
ソ
シ 

'ペ
リ

V

丨
ズ
大
学
權
外
講
演
課

)

.

.

.

.四
、.
リ
I

ス
.
タ
.
丨
.，に
.
.お
け
^

チ
■¥
:■

丨
チ
ズ：

ム
一
I
 

J

.

.

F

.

C

.

V

ハ.
.リ
..ソ
ン 

.

.

.

.五
、

サ
フ.

ォ
.

—

ク
.
に
.お
け
る
.
チ
.
ヤ
.
丨

チX
'ム.
.

~
~

1~

•
ヒ
ユ
.!

 

•

'

7
T

丨

ソ

(

ガ

.

.

丨
ナ
欠
学
柿
助
幹S
;
,

。
：六
、-:
-
ソ
>
 

I

セ
ッ
ト
お
よ
：び
ゥ
ィ
ル
ト
シ
ア
に
お
け
る
チ
ヤ
！
チ
ズ
ム

I

 

: 

R

'*
B

r-
*

ピ
ユ
ー:(

英
国
諸
州
ヴ
ィ
ク
ト
リ
：ァ
歷
史
.編
集
者
>

'■
.■
■

七
、
ゥ
H —

 

ル
ズ
に
お
け
る
チ
ヤ
ー
チ
ズ4
_―

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
•
ゥ
ィ
リ 

.

ア
ム
，ズ̂

—

ゥ
エ
ー
ル
ズ
大
学
教
授
バ
ゥ

H

 

I

ル
ズ
史
担
当)

.

'

八
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
に
お
け
る
チ
.
ャ

ー

チ
ズ
ム

_
_

_

ア
レ
ツ
ク
ス
*ゥ
イ
ル
ソ

r

チ

ャ

ー

チ
"
ス

K

の

時

代

に

お

；け

る

公

共

秧

序

』
：

：：

X

 

(

マ
ン
チH

ス
タ
.

I
大
学
榴
外
講
演
.課)

,
九

全

国

^
:な

^

向

-
-
■.アー

サー

 

* 

.
フ
リ
.ッ

ク

.ス

十

、

チ

ャ
ー
チ

.ス

ト

の

土

地

||
-
画

|

ジ

ョ

ィ

.
マ

ッ

クH

イ

ス

キ

ル

(

オ 

ッ
ク
ス
：
フ

ォ

丨

ド

大

学

、

構

外

講

演

代

表

部)

十

.一
、
.チ

ャ

f
チ

ス

ト

.ど

反

穀

物

^

^
盟

_
_
—
ル

I

ス

ィ

.
ブ
，ラ

ウ

'ン
_
^

_

ハ
ル
大
学
教
授
：

(

歴
史
学
担
当)

，

十
一
一
、
政
府>

チ
ャ
ー
チ
ス
ト
た
ち

——

サ
ザ
シ
ブ
ト
ン
大
学
講
師
：パ
歴
史 

.

学
担
当>

'

原
著
は
四
百
頁
を
こ
え
る
大
册
で
あ
り
、
こ
.：れ
を
詳
細
に
論
評
す
る
こ
と
は
、 

_

料
の
閲
覧
が
：ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
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し
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誌
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を
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が
、̂

, <
.

に̂

え
：さ
れ
た
；と
.

い
$:
'

点

を

見

出

ず

こ

と

は

で

き

な

い

.0

な
る
：ほ.
'ど
. 

各
地
方.

0

運
_

の
擒
様
：の
描
写
に
0

い
て
は
、
類

書

ぬ

見

ら

れ

が

- 1
;
>

ほ
ど£

.

 

で
あ̂

，
注E

I

す
べ
き
も
の
を
多
く
ひ
そ
ま
せ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し 

そ
れ
に;%
が
.

か
わ
：ら
ず
、
.

チ
ャ
：
丨.

チ
人
ト
運
動
に
お
け
る

「

び
- >
:

-

^

の
謎」
：'

と
ソ'

:

呼

ば

れ

て

い

る
■「

二
：.
^

I
ポ

ー

ト

の.

に

つ

い

て:%
、
従

来

の

説

を

大

幅
 

に
修
IE

し
た
と
い
う
よ
り
は
、
：通
説
を
と
り
.な
が
ら
、：
そ
れ
ら
を
資
料
的
に
厳 

密
に
裏
づ
け
た
め
だ
と
い
？
た
方
が
：あ
た
.
つ
て
い
る
。.
し
か
し
こ
れ
は
本
書
の：
. 

欠
点
と
い
う
わ
け
で
は
な
く、.
.む
し
ろ
、
英
国
全
土
に
ま
た
が
つ
ぬ
チ
ャ
ー
チ 

ス
ト
運
動
の
個
別
性
の
認
識
と
い
う
と
と
に
よ
つ
て
、
運

.動

の

発

展^;
、

口
ン

ド

ゾ
丨

バ
I

ミ

ン

ガA—

T

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
ー
、
へ

熟

攀

働

者

—

爵

ェ

賺—

• 

. 

一
；:

:

A

Q

(

ギ

，
五

而> 

:
.

,

;

エ
-.
^

労
働
者
お
：よ
ぴ
手
織}
-
{と
;̂
^

^

だ

埋

解

に

た

，
い

し

て

は

、

非

常

に 

:
画
溯
的
な
企
図
で̂

る

と

い

：
っ
.
て

も

過

言

：で
：は

あ

る

ま

い

。
'

.

一
方
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、

メ
ー
ザ
-

-

め
- ,

チ
^

J

i

ス
ト
の
時
代
に
お
け 

る

冀

秩

序
_

!(

は
'
、
へ：運
動
に
対
す
を
中
决
政
府
ぉ
ょ
び
地
方
麗
体
の
弾
茁
機 

'

構
の
研
究
：と
し
て
、.興
味
あ
る
労
作
で
あ
る'0
本
書
の
内
容
は
、
序
論
、
第
一 

章
無
i

の
挑
—

：第
'-
*

一
章
権
威
の
ば
し
ご
、
：
第
一

T

一
章
民
間®

隊
㈠

旧
制
度 

:

の
警
察
，
：第

四

章

民

間

篇

隊2

新
制
度
の
警
察;>
第
五
章
軍
隊
、
第
六
章
倩. 

報
上
'
秘
密
機
開
、'.
'
:
:第
七
章
結
論
、-:-
で
あ
る
。：：

'

"い
か

：
な

る

時

代

か

ゼ

の

：よ

.ぅ
な

国

の

労̂

^
に
た
い
し
て
も
、
こ
れ
を
弾 

压
す
る
た
め
に
警
察
の
補
助
部
隊
と
し
て4;
.っ
.と
も
：し
ば
：し
ば
用
い
ら
れ
た
も 

■

の
：一
が
軍
隊
で
あ
っ
た
こ
とa
、
:.
よ
く
知
ら
れ
て
：い
るo
'
;
そ
し
て
#
察
と
同
時
に 

そ
.の
軍
隊
:^
,実
際
に
動
か
；し
た
者
は
誰
で
あ
，っ
た
か
a

国
内
治
安
の
最
^
^
な 

-
責
任
者
と
し
：て

の

内

晝

局

と

、
地
方
に
お
い
て
、蓮
動
の
凄
惨
な
様
子
を
実
際 

.
に
兒
聞
ず
る
出
先
機
関
だ
の
関
係
、
あ
る
：い
は
ま
た
国
内
治
安
に
比
較
的
無
関 

心
な
議
会
と
内
務
崖
と
の
関
係
な
ど
に'.つ‘い
て

：
、
：
や

は

.'り

適

確

な

資

料

的

分
 

析
の
：上
に
立
^
て

爱

し

て

い

芩

；へ
や
は
り
本
書
も
、
批
判
と
い
ぅ
点
で
は
、
. 

.

.筆
者
の
能
力
の
.は
る
か
外
.に
あ
る
の
で
、.問
題

点

を

指

摘

す

.る

に

と

ど

め

た

い 

ど
考
え
る
。
 

. 

• 

•

,

:
■:
■:
.筆

者
は
か
お
て
>

~*
A:
彐
〇
年
代
の
英
国
議
会
報
告
書
を
み
て
、
あ
れ
ほ
ど 

大
規
模
に
展
開
さ
れ
、
-そ
の
た
め
に
お
あ
ぢ
く
世
論
も
動
揺
し
た
で
あ
ろ
ぅ

と 

思
わ
れ
る
チ
ャー

チ
ス
ト
の
騷
猶
に
つ
い
て
は
、.此
^g

記
録
が
少
な
く
、
む 

し
ろ
新
救
貧
法
の
，こ
と
が
た
び
た
び

で

て

く
る
の
に
、
何
か
割
り
き
れ
ぬ
も
の

を
感
じ
て
い
た
.。
し
.か
し
本
_
を
.読
む
'こ
'と
に
よ
ぅ
て
'そ
の
.疑
問
は
.氷
解
し 

た
。
す
な
わ
ち
著
者
は
、

つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
い
ぅ
。

「

三
年
後
、.プ
ラ>:

ダ
‘
プ
ロ 

::

ッ
ト
の
騒
動
の
と
き
に
、
：
:議
会
は
、'
:非
干
渉
政
策
：の
變
を
維
持
し
た
。：/
八
月 

十
一
一E

:

騒
動
が
そ
の
最
高
潮
に
達
し
た
と
ぎ
、■立
法
府
ゆ
、'
;女m

が
あ
る
い 

は
下
譲
長
か
い
ず
れ
か
へ
の
演
説
に
抽
い
て
本
、
_
の

黛
に
ふ
れ
る
：こ
：：と
な 

し
に
^

さ̂
せ
ら
れ
だ
.の
：で
あ
る
o
;つ
ぎ
の
会
期
に
、
サ
ゥ
：ス•
'>
,
>
!
丨
.ル
.ズ 

:

の
•大
部
分
の
地
域
を
お
そ
：っ
て
、

：：

恐

怖
-a
：
混
乱
A
を
お
し
ひ
ろ
.げ
た『

k
ベ
：
ッ
” 

ヵ
0.
:
蜂
起』

^;
_

で
は
少
^
も
|
^
|
4
れ
な
が
0た
。

| 1
>

内
か
^
|
に
か 

い
す
が
議
会
：

6

無
視
.：&
、
.
.そ
れ
ら
汾
®

機
関
.の
固
有
の
責
任
で
あ
る
と
い5
 

.齋
矩
に
もi

吵
い
て
い
た
.め
み
な
ら
ず
、.政
府
.の
所
往
地
か
ら
遠
く
は
だ
れ
た 

地
域
に
お
こ
-?
た
こ
と
だ
が
ら
セ
あ
る
：}と
：(p..

co
-
r但
し
傍
点
：策
者)

。
'••
; 

，

つ
ぎ
に
チ
ャ
ー
:チ
ズ
ト
時
代
に
お
：げ
る
内
務
省
の
役
割
に
つ
い
'て
、
著
奮
む 

見
解
を
i

し
て
み
.る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
著
者
に
よ
：れ
ば
、

：

内
務
省
局
の
多
く ■ 

の
仕
亊
の
ぅ
ち
で
も
、.も
っ
と
も
重
要
：な
も
の
と
し
て
、(-
-
)従
|
^
:
な
地
飲
に 

あ
る
機
関
に
た
い
す
る
あ
る
輝
の
監
督
権
？
/た
ど
え
ば
、
パ
州
兵
事
官

(Lord 

L
i
e
u
t
e
n
a
n
t
)

o
任
$

推
薦
す
る
：こ
：ど
や
、':あ
?>
;
:い
は

州

^

|

官

の

癒

薦
 

に
も
と
づ
い
て
，副
兵
事
官
を
任
命
す
る
む
ど
：

9

全̂
©
に
&:
冻
す
.る
治
安
®

:.
9
活
動
を
藉
す
る
ど
と
、:そ
：し
て
と
く
に
首
藝
察
と
口
ン
ド
ン
の'軽

囊

：
 

判
所
：の
治
安
判
事I

'内
務
#

の
直
接
の
支
配
の
も
と
に
あ
ゼ
た
タ
讀
こ
の
よ 

ぅ
が
f

に
諮
問
機
関
的
な
機
能
に
加
え

P
、、

内
務
省
は
？
地
方
当
局
が
財
政 

通
迫
の
.

1
に
拉
ち
い
ィ
.
.た
ど
き
、
そ
の
自
由
に
：し
ぅ
る
莫_
だ
金
經
、物

質

和
. 

よ
び
権
限
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
接
助
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た

c
p
p
,
3
6
l
s
l
「 

::
:
書

'

:

_

'
.

し
か
し
こ
う
し
た.馨
を
遂
行

す

る

内

縣

缉

周

も

、
大
臣
に
誰
が
な
.る
か
.に 

よ
.っ
.て
、.
.そ
の
チ
：ャ
ー.
チ
.
ス
、ト
連
動.に
た
い
す
る
政
策'に
：
お
.'い

て

容

凝

に

興

な 

ら
ざ
る
を
え
な
：い
。
-
著
者
は
.
-
れ
に
つ
い
て
：、
：：市
民
的
皇
を
迤
っ
て
ま
で
も 

'，
チ
.
ャ
.|
'
.チ
.，ス
>-

を
«>
:
}
田
.じ
よ
う
と
.す

る
-
.ど
..に
反
対
な
自̂

生
義
.者
ラ
ッ
.セ
ル
. 

:

懸

、W

の
'後
を襲

：.

0於
が
、
：奮

主

義

者

で
あ
り
、
：ラ
.ッ
セ
：ル

 々

.

の
良
識
と
德
に
：
^

い
ず
る
信
頼」

：「

な

ど

少

し
,

%

持
ち
合
せ
て
い
な
い
グ
レ
：
丨
ア 

:

ム
咖
と
を
対
比
せ
し
め
へ
さ
ら
に
^

部
機
関
と
め̂

係
に
ー
つ
い'
て
ふ
れ
て
い
る
。 

英
国
の
地
方
行
政
単
位
は
州
で
あ
っ
へ
て
、
；
州
兵
事
官
と
高
等
執
f

:

 (Hi
g
h

 

8
1
1
6«.
9

'

:..
.
と

が

、
，
騷

動
'0
'

鎮
庄
0

責
任
を
も
ら
て
い
：た
。：

.

し
.か

し

実

質

的

に 

チ
，
ャ

！

チ

：ろ

ド

の

騷

擾

の

鎮

压

.に
太
き
な̂

1

|
を
果
し̂

の(

は
代
理
執
|
^
で 

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

(

X
>
,
4
00)

0

.
イ
シ
グ
ラX

ド
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
、

地
方
に
本
い
へ
て
、
：：
邏

め

商

に

非

常

に

^

K
/i

:
権
限
を
も
ら
て
い
た
の
は 

.

事

辜

：あ

り

ぐ

州

治

安

判

事

や

代

理

兵

事

官

め

任

命

の

如

き

も

、
.
そ

の

自

由

に 

:.
:

す
る
>1

こ
ろ
で
あ
-:

た
.0

問
題
は
州
義
勇
農
騎
兵
が
そ
の
指
揮
下
に
あ
.
っ
：た
点 

....は
童
.要
.で
あ
^

。

チ
ャ
|

チ
ス
;:
1
>
運
動
.が
、
.
い
，
た

る

と
.
こ
ろ
で
调
圧
さ
れ
、
障 

害
.：に

：
つ
：
き

当

.
？
た

の

は

、

、
，
そ

れ

.が
、
内
務
当
局
の
方
針
と..い
う

よ

り

：は
.、
州
兵 

.
事
官
の
積
極
派
の
活
躍
に
よ
る
：も
の
で
お
る
こ
と
が
吧
ら
か
に
な
る
と
い
う
の 

.
'で
あ
.る
。
.

,

、
里

.

の
：よ
；
^

に
著
者
は::
:

'

権

カ

簾

を

立

簾

に

観

察

し

、
.
チ
ャ
丨
チ
ス
ト 

運
動
が
、.

い
が
：：に
ぞ
の
姐
織
さ
れ
た
カ
に

.

よ
っ̂

-

弾
庄
さ
れ
た
が
を
、
き
わ
め

.
:

て

鮮

败 M

 
描
い

；で
い
：る
.::
°

;;
_
.
: 

.

.

本

觀

読

ん

：で
：感
ず
谷
こ
と
は
、
：
前
者
と
同
じ
く
、
て
や
は
り
完
璧
な
資
料
の

\
:
.

ィ

ブ

.
：:
-

 

人

八
—.
.

:(

六
五
五)

:



把
摒
で
あ
ろ
ぅ.。
た
だ
、

チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
と
権
力
機
構
と
を
，機
械
的
に
対

:
"比
#
せ
^

お.̂
:

な
#
じ
#
知
だ
£
:る

塞

魯

立

ぢ

、
\
謹

機

1 1
:

. 0
'

'

内

部

的

関

：
:

:̂ 

:
:

.連
叹
<

想̂
み
_
證

を

.
わ
、め>:
:

_
者

€>
;関
係
钇
有
機
的
览
杷
^
で
ぃ
_̂
:
-
.

:

.チ
ャ
I

チ
ス
ト
迤
動
の
蔺
さ
れ
た
面
を
追
求
す
る
の
に
役
立
づ
で
あ
ろ

5

。

，(

飯

田

鼎
)
-
-

•.ン

，

い 

.

.

.

'

.

.

.
*■
:
■
.■
.

.

.

.パ

.

.
'

 

.

■

«
パ

;.
■
;
:
.
.
.

■
■

■'
■
.-
■■
:

’」

.：

.

-,
 

.

»

.

, 

.、

.
 

•
 
-
 
■
 

r
 

.

.

.

. 

..
 
‘
 

'•
 

' 

.

,
私
は
こ
の
書
塞
く
評
価
し
た
い
と
お
%:
:

ぅ
。
人
口
理
論
と
し
て
ま
ど
め
ら 

れ
た
従
来
の
戈
献
は
、#

く

は

人

ロ

理

論
—*

般
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ズ
た
が
、 

人
口
の
適
度
概
念
に
課
題
を
も
と
め
'て
、

こ
れ
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
著
書
は 

外
国
！
！
に
お
い
て
も
数
少
な
い
。

• 

■

.

木

街

は『

適
度
人
口
理
論』

：ど
f

m

CD
:
>菝
正
成
長
率
理
論』

.
のr

 i

編
か
ら 

な
る
。
.
第

1

編

は

キ
ャ

ナ
シ
リ
、
、

1
ド
を
中
心
と
す
る
最
近
時
；，の
適
度
人
口
理 

論
展
開
の
紹
介
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
あ
て
ら
れ
る
。
顏

i

と
し
て
マ
ル. 

サ
ス
の
.
収
獲
法
則
、

J
 

• 

S
 

.
ミ
ル
、
ゴ
.

ヴ
ォ
ル
7.

、

ゥ
ィ
：ク
ゼ
ル
、;
ダ
ル 

ト
ン
、

ア
モ
ソ
、

フ.丁；
ア
チ
.ャ
ィ
ル
ド
等
の
適
度
人
ロ
理
論
の
紹
介
を
つ
吁
加 • f

f

读

べ

養

窗

 

技

著

 

翁

：̂
^

八
：一
一
：
.

ン(

.六
五
六
.

)

；
：.

え
て
い
る
。
、
第
二
編
で
は

.

、

ヶ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
の
人
卩
理
論
が
論
じ
ら
れ

.

る
。

ヶ 

^

^

^

へ̂

书

ズ

は

ル

中

勝

掛

を

長

覆

滞

の

主

霞

因

と

み

な

し

、
経

済

：

：

:

成
長
；に
人0 .

増
加
.

を

要

請

し

だ

：
。

9,

こ̂

^

理
論
的
展
開
を
み
た
：の

.

は
ハ
：
卩
ッ
ド 

.

=

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
長
i

態
理
論
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
た
な
る
人
ロ
の
適
度
概 

念

が

生

れ

る.0

ー
：

「

こ
ど
で
：本
論
：の
主
要
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
：
第

I

編
で
は
、
：
一

人

当
: 

り
生
産
量
の
極
大
点
^

て
人
ロ
、の
適
度
点
あ
解
し
ち
キ
：
ャ
ナ
ソ
の

.

所
説
を. 

生
览
函
数
を
用
い
丈
&

蔽
し̂

労

働

の

麗

生

劈

と

平

均

生

産

カ

が

ー

致

：

/'

す
る
人
ー
ロ̂

す
な
わ
ち
^

^

の
生
産
弾
カ
性
が
ー
に
ひ
と
し
い
入
ロ
が
適
度
人 

ロ
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
：
キ
オ
：ナ
ン
が
静
態
的
適
度
理
論
か
ら

「

人
ロ
.の
芷 

^

い
蓮
動
ギ
上
い
ぅ
獅
態
的
理
論
に
達
し
だ
宰
情
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ 

丨
ド
の
逾
度
人
口
概
念
は
所
得
が
.平
等
に
分
配
：さ
れ
た
状
態
に
お
ぃ
て
、
社
会 

の
総
厚
生
：を
極
太
に
す
る
人
口
で
あ
る
。

：

す
；な
わ
ち
労
働
の
限
思
生
産
力
が
最 

低
生
活
水
準
に.1,

致
す
る
と
き
、:
社

会

的

余

剰(

社
会
的
厚
坐)

が
極
大
に
な 

る

；

(

こ
.の

点
は
キ
、
ャ
ナ
ゾ

の
.適

'度
：点
よ

り

も

'人
.ロ
量
は
は

る

か

に

大
き
ぃy

さ
 

ら
に
ミ
.

1
ド
は
資
本
.に
つ
い
て
も
適
度
概
念

Q
:

存
冻
す
る
こ
と
を
述
べ
、
資
本 

の
.̂
#

生
産
力
が
ゼ
ロ
の
点
を
；

「

適
度
資
本
.一

で
あ
.る

と

じ

、
.
適

度

资

木

が

適 

度

人

ロ

と

同

時

”に

踮

立

す

る

状

態

を

'.
'「

人
ロ
.
と
資
本
の
絶
外
的
適
度

」

と
呼
ん 

だ
。
し
か
し
：、
：と
の̂]
:̂

に
.
つ
い
て
の
問
題
点
と
し
て
は
、
適
度
理
論
と
い
ぅ 

静
態
理
論
の
：な
か
に
動
態
的
な
貯
蓄
•
投
資
概
念
を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
生
じ 

た
こ
と
を
指
摘
し
、

批
判
を
加
え
て
い
る

(

七
九—

八
五
頁)

。

そ

し

て「

適 

度
人
ロ
理
論
は
ヽ
マ
ル.サ
ス
流
の
悲
観
的
人1-
1

思

想

と

メ

ミ

ス

流

の

_

的

な

人

ロ
思
撤
と
の
結
令
の
結
果
で
あ
っ
た

j

 

(

 

一
 

0
プ
頁)

と
端
的
に
述
べ
る
。

第
二
編
で
は
ま
ず
、

ヶ
ィ
ン
ズ
が
一
九
一
一
〇
萬
ま
で
は
古
典
靈
済
学
者 

と
し
て
、
マ

，

ル

サ

ス
⑹
砠
剰
人
ロ
を
主
張
し
た
事
懞
を

『

平
和
め
経
済
的
帰
結

』 

(

一
九
一

九
年)

を
中
心
に
描
写
す
る
。

一
九
.三
〇
年
代
に
い
た.り
、

マ
ル
サ
ス 

.の
有
効
需
要
原
理
に
関
心.を
ぅ
ば
わ
れ
た
ヶ
ィ
ン
ズ
が
、

マ
ル
サ
ネ
を
師
と
仰 

ぎ

『

人
口
論』

か
ら
.『

経
済
学
原
理』

ベ
、
す

な

わ

ち「

人
口
の
原
理」

か
ら 

「

U

I

要
の
原
理」

へ
移
行
し
た
推
移
を
述
べ
：
.る
。『

一
般
理
論』

(

一
九
三 

六
年)

は
マ
ル
サ
ス
.に
対
す
る
再
評
価
を
理
論
的
に
確
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た 

が
、

こ

の『

一
般
理
論』

を
長
期
化
し
、
，
人
口
成
長
の
意
義
を
論
じ
た
の
は
翌 

1

九

三

七

年

の『

人
ロ
減
退
の
若
干
の
経̂
§

讓

』

で
あ
マ
た
。
.
そ
の
な
か 

の

一

節「

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や
少
な<-
と
.も

マ

ル

サ

ス

の
恶
魔
と
司
様
に
恐
ろ 

し

い

い

ま

マ

つ

の

矹

_

、

す

な

わ

ち

嘉

需

要

の

破

壊

を

通

し

て

逃

亡

す

る
失 

業
の
恶
魔
が
身
近
に
あ
る
ご
と
を
知
^

た…
…

入

ロ

の

惑

魔

ぞ

が

鎮

^

つ
な
が 

,

れ
る
と
ぎ「

わ
れ
わ
れ
は
.一
つ
.
の
脅
威
か
ら
.靈

さ

れ
る
。

.し
か
し
わ
れ
わ
れ 

は
以
前
に
も
ま
し
て
、
資
源
の木
寬
全
利
用
と
い
ぅ
他
の
悪
魔
卩
の
脅
威
に
さ 

c
O

さ

れ

る

：。

J

と

い

ぅ-
な
.か

に

、
，：
わ

れ

わ

れ

；は

有

効

需

要

を

通

じ

て

え

ら

れ

る
 

経

翼

展

の

主

要

因

と

し

て

、

」

人
ロ
增
加
.の
意
義̂
1
見
失
：づ.て
は
'な
ら
な
い
.の 

で
あ
る
0

が
く
し
で
、
-

つ
の
惑
應
?

と
0

は
、
,:

前
者
が
静
態
的
な
適
度
人
.ロ 

-

に

対

格

ず

る

人

：
ロ

過

剰

で

あ

る

、
の

に

対

し

、

「

後

者

は

動

態

的

な
^ :
ロ

の

適

正

脱 

最
率
に
対̂

^

る

過

ポ

人0
成
長
率
の
問
題
で.あ
る
0
ユ
こ
こ
に
新
た.な

入

：
ロ
理 

論

の

展

開

を

み

石

に

い,̂
っ'
た
ゎ
で
あ
る
？.

な
わ
ち
、

ヶ
イ.
ン
ズ
"
ハ
ン
セ 

ン
を
中
心
と
す
る
長
期
停
滞
論
を
経
て
、

ハ

' 

ロ.
ッ'
.
.ド

-1
1

ロ
：ビ
ン
ソ
ン.の

長

期

動

：
.， 態

論
に
お
い
て
、

ハ'卩

ッ

ド(

動
態
.経
済
学)

に

お

い

て

は

裏

成

長

率

^

か 

適
正
成
長
率
知
に
等
し
い
と
き
、
，
ま
た
、

.

ロ
ビ
ン
ソ
.；

V

 

(

資
本
蓄
猜
論)

に
お 

い
て
は
、
自
然
成
長
率
ん
が.資

本

蓄

積

率

ち

に

等

し

い

と

き

、

そ

.の

と

き

の

人 

ロ
成
長
率
は
人
ロ
の
適
疋
腺
長
率
で
あ
る
と
の
結
論
が
え
ら
れ
る
。

こ
.
.れ

ら

0

体

課

的

展

開

を

通

じ

て

、

最

終

的

結

論

と

す

る

と

こ

ろ

は

、

ケ
イ 

ン
，ズ
.革

命

以

前

の

適

度

理

論

は

、.
人
口 

P
の

変

化

が

与

え

る

生

産

力

効

果

で

あ 

り

、

と
れ
を
人
口
の
一
生
産
力
効
果
と
呼
ぶ
？

ケ

イ

シ

ズ

"

ハ

ン

セ

ン

の

長

期

停 

,

滞

論

に

お
い

て

は

、

有

効

需

罾

を

通

じ

て

投

資

需

要

を

^

定

す

る

人

ロ

は

> 

人 

口
の
^

で

あ

る

。

こ

れ

を

人

ロ

か

有

効

需

务

妙

署

と

呼

ぶ

。

そ

し

て

人

口 

の

生

産

力

効

果

に

も

と

.づ

.く

貯i
s

の

増

加

と

、
.
人

口

の

，有

馨

要

効

果

に

も

と
 

づ

く

投

資

の

増

加

と

が

一

.
致

す

る

と

き

、
.経

済

の

長

期

的

均

衡

が

維

持

さ

れ

、 

経

済

の

調

龍

発

展

：が

河

能

と

龙

る

0

こ

れ

が-

^

1

&齋

取

漱
4

#
处

\

?

で
 

あ

り

、

ハ.ロ

ッ
.ド

“

.

.

.
口
.ビ

:yソ
ゾ

'にょ
.っ，
て

展

開

さ

れ

：
た

.

.
長

期

動

態

論

か

ら

導
 

出

ざ

れ

た

適

度

概

念

で

あ

?>
,
0
す

な

わ

ち

、

人

0

の

靈

理

論

に

関

し

て

ケ

イ
 

ン

ジ

ャ

ン

に

ょ

.？
で

展

開

ざ

れ

た

動

態

的

な

人

0
成

長

理

論

は

、：

ケV

ン
ズ
革 

命

以

前

の

-

卩̂

理

論

之

ゲ

イ

ジ

ズ

に

ょ

ゥ

て

弭

ら

か

^
さ

れ

た

人

ロ

成

長

の

効 

果

と

が

、

た

く

み

に

綜

合

さ

れ

て

い

る

ど

：い

ぅ

こ

：と

で

あ

る

。

が

く

て

近

歲

：
 

'済

学

の

体

系

.の

な

か

に

、
人

口

と

い

ぅ

変

動

要

因

の

お

ょ

ぼ

す

効

果

を

も

と

め

、 

そ

れ

を

体

系

的

に

展

開

し

ま

と

め

：た
：と
，こ

ろ

に

、

こ
；の

書

を

高

く

評

陬

し

た

い

：
 

■:
と

批

-

^
本

質

的

理

由

を

見

出

す

©

で

あ

る

。
-,
:
:
'
:
べ
.
が

i

て
、
：
本
書
を
要
約
し
如
紹
介
を
と
れ
に
>;
.
ゼ

め

、

つ

ぎ

に

若

}
^
の

批

評

に


